
(57)【要約】

【課題】内視鏡観察視野を妨げることなく、処置具のガ

イド面となる部位を最大限に引き延ばす。

【解決手段】先端硬質部１ｂの先端部に超音波トランス

デューサ２が装着されており、その後方位置には傾斜面

部５が形成されて、照明部３及び観察部４が装着される

が、その間の位置には先端硬質部１ｂの軸線方向に向け

た平面部９が形成されており、この平面部９には斜め前

方に向けて穿刺処置具１０等の処置具を導出させるため

の処置具導出口１１が形成され、この処置具導出口１１

に開口する処置具挿通路１２は、アングル部１ａから後

方側の部位が処置具挿通チューブ１３で、先端硬質部１

ｂではトンネル状の通路１４が形成され、この通路１４

には中間部に曲成部が形成された曲げパイプからなる硬

質パイプ１５が部分的に挿入されている。

【選択図】図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
挿 入 部 の 先 端 硬 質 部 に 複 数 の 超 音 波 振 動 子 を 配 列 し た 電 子 走 査 式 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ
を 装 着 し 、 ま た こ の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ よ り 後 方 位 置 か ら 斜 め 前 方 に 向 け て 処 置 具 を
導 出 す る 処 置 具 挿 通 路 の 処 置 具 導 出 口 を 開 口 さ せ 、 さ ら に こ の 処 置 具 導 出 口 よ り 後 部 側 に
傾 斜 面 を 形 成 し て 、 こ の 傾 斜 面 に 照 明 部 と 観 察 部 と か ら な る 内 視 鏡 観 察 手 段 を 装 着 し た 超
音 波 内 視 鏡 に お い て 、
　 前 記 処 置 具 通 路 は 、 前 記 挿 入 部 の 先 端 硬 質 部 よ り 後 方 位 置 で は 、 こ の 挿 入 部 の 軸 線 方 向
に 向 け て 延 在 さ せ た 可 撓 性 を 有 す る チ ュ ー ブ か ら 構 成 さ れ 、 こ の チ ュ ー ブ の 先 端 に 曲 成 部
を 有 す る 接 続 パ イ プ を 介 し て 前 記 先 端 硬 質 部 に 穿 設 さ れ 、 こ の 先 端 硬 質 部 の 軸 線 に 対 し て
傾 い た 通 路 部 に 接 続 し 、
　 前 記 先 端 硬 質 部 に は 、 前 記 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 装 着 位 置 よ り 後 部 側 の 位 置 に 、 こ
の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ よ り 低 所 で あ っ て 、 先 端 硬 質 部 の 軸 線 と 平 行 な 方 向 ま た は 先 端
側 に 向 け て 立 ち 上 が る 平 面 部 を 形 成 し て 、 こ の 平 面 部 に 前 記 処 置 具 導 出 口 を 開 口 さ せ る
構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 超 音 波 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ は 前 記 複 数 の 超 音 波 振 動 子 を 前 記 先 端 硬 質 部 に 凸 円 弧 状 に 配
列 し て 設 け 、 前 記 処 置 具 導 出 口 は 前 記 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ に よ る 超 音 波 断 層 面 と 前 記
観 察 部 の 観 察 中 心 と を 結 ぶ 線 上 に 開 口 さ せ る 構 成 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の
超 音 波 内 視 鏡 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 の 先 端 に 電 子 走 査 式 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ と
内 視 鏡 観 察 手 段 と を 装 着 し た 超 音 波 内 視 鏡 に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 超 音 波 内 視 鏡 は 、 体 腔 内 に 挿 入 さ れ る 挿 入 部 を 有 し 、 こ の 挿 入 部 の 先 端 硬 質 部 に は 超 音
波 検 査 手 段 と 内 視 鏡 観 察 手 段 と が 設 け ら れ る 。 内 視 鏡 観 察 手 段 は 照 明 部 と 観 察 部 と か ら 構
成 さ れ 、 観 察 部 は 通 常 固 体 撮 像 装 置 を 備 え る 構 成 と な っ て い る 。 ま た 、 超 音 波 検 査 手 段 は
超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ か ら 構 成 さ れ る が 、 こ の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ に よ る 走 査 方 式
と し て は 、 機 械 走 査 式 と 電 子 走 査 式 と が あ る 。 電 子 走 査 式 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ は 、
所 定 数 の 超 音 波 振 動 子 を 一 定 の 方 向 に 配 列 す る こ と に よ り 構 成 さ れ 、 こ れ ら 各 超 音 波 振 動
子 を 順 次 作 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 所 定 の 範 囲 に わ た っ て 超 音 波 走 査 が 行 わ れ る こ と に な
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 電 子 走 査 式 の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ を 設 け た 超 音 波 内 視 鏡 に あ っ て は 、 特 許 文 献 １ に
あ る よ う に 、 挿 入 部 に お け る 先 端 硬 質 部 の 先 端 側 に 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ が 配 置 さ れ 、
そ の 後 方 側 に 照 明 部 及 び 観 察 部 か ら な る 内 視 鏡 観 察 手 段 が 装 着 さ れ る 。 そ し て 、 こ の 特 許
文 献 １ に よ る 超 音 波 内 視 鏡 に あ っ て は 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ を 構 成 す る 多 数 の 超 音 波
振 動 子 は 先 端 硬 質 部 の 軸 線 方 向 に 向 け て 円 弧 状 に 配 列 さ れ て お り 、 ま た 先 端 硬 質 部 に は 、
こ の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 配 設 位 置 よ り 後 端 側 の 位 置 に 傾 斜 面 を 設 け て 、 照 明 部 と 観
察 部 と か ら な る 内 視 鏡 観 察 手 段 は こ の 傾 斜 面 に 装 着 し て 、 所 謂 斜 視 内 視 鏡 を 構 成 し て い る
。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ を 作 動 さ せ る こ と に よ っ て 、 体 内 組 織 の 断 層 情 報 を 取 得 で き る
。 そ し て 、 こ の 体 内 組 織 に 病 変 部 等 が 検 出 さ れ る と 、 穿 刺 処 置 具 を 用 い て 治 療 や 細 胞 採 取
等 の 処 置 を 施 す こ と が で き る 。 こ の た め に 、 挿 入 部 に は 処 置 具 挿 通 路 が 形 成 さ れ て お り 、
こ の 処 置 具 挿 通 路 は 挿 入 部 に お け る 先 端 硬 質 部 の 手 前 位 置 ま で は 、 つ ま り 先 端 硬 質 部 を 所
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望 の 方 向 に 向 け る た め に 設 け ら れ る ア ン グ ル 部 の 位 置 ま で は 可 撓 性 を 有 す る 可 撓 性 チ ュ ー
ブ で 構 成 し て 、 先 端 硬 質 部 の 内 部 で は ト ン ネ ル 状 の 通 路 を 穿 設 し て い る 。 可 撓 性 チ ュ ー ブ
を 通 路 に 接 続 す る た め に 接 続 パ イ プ が 用 い ら れ る 。 接 続 パ イ プ の 先 端 側 は 通 路 に 挿 入 さ れ
、 こ の 接 続 パ イ プ を ア ン グ ル 部 側 に 所 定 の 長 さ だ け 突 出 さ せ て 、 可 撓 性 チ ュ ー ブ の 先 端 を
嵌 合 さ せ る よ う に し て 接 続 さ れ る 。 従 っ て 、 処 置 具 挿 通 路 は 、 先 端 硬 質 部 の 手 前 に 位 置 す
る ア ン グ ル 部 ま で は 挿 入 部 の 軸 線 方 向 に 向 け て 延 在 さ せ た 直 進 通 路 と な る が 、 先 端 硬 質 部
で 接 続 パ イ プ に よ り 斜 め 前 方 に 向 く よ う に 方 向 を 変 え る こ と に な り 、 こ の 通 路 は 内 視 鏡 観
察 手 段 の 観 察 部 が 装 着 さ れ て い る 傾 斜 面 に 処 置 具 導 出 口 と し て 開 口 さ せ て い る 。 こ れ に よ
っ て 、 処 置 具 導 出 口 か ら 導 出 さ せ た 処 置 具 は 内 視 鏡 観 察 視 野 に よ り 捉 え る こ と が で き る よ
う に な る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ １ ８ ０ ７ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 と こ ろ で 、 超 音 波 検 査 対 象 は 体 内 組 織 に 及 ぶ こ と か ら 、 超 音 波 検 査 の 結 果 、 体 内 組 織 に
病 変 部 等 の 関 心 領 域 が 検 出 さ れ る と 、 組 織 細 胞 を 採 取 し て 精 査 し た り 、 病 変 部 で あ る こ と
が 明 確 で あ れ ば 、 そ の 治 療 を 行 っ た り す る 必 要 が あ る 。 従 っ て 、 超 音 波 内 視 鏡 に お い て 使
用 さ れ る 処 置 具 と し て は 、 体 内 に 刺 入 さ れ る 穿 刺 処 置 具 が 用 い ら れ る 。 穿 刺 処 置 具 は 、 体
内 に 刺 入 さ れ る こ と か ら 、 先 端 部 分 は 鋭 利 に な っ た 金 属 パ イ プ 材 か ら な る 針 状 部 と な っ て
い る 。 こ の 針 状 部 は 所 定 の 長 さ を 有 し 、 こ の 針 状 部 に は 可 撓 性 チ ュ ー ブ が 連 結 し て 設 け ら
れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う に 、 先 端 に 針 状 部 を 有 す る 穿 刺 処 置 具 は 、 体 腔 内 壁 に 接 触 す る 前 の 段 階 で は 内
視 鏡 観 察 手 段 に よ り 監 視 さ れ 、 体 内 に 刺 入 さ れ た 後 は 超 音 波 検 査 手 段 に よ る 監 視 が 行 わ れ
る が 、 処 置 具 導 出 口 か ら 導 出 さ せ た 穿 刺 処 置 具 は 、 常 時 、 内 視 鏡 観 察 手 段 に よ り 監 視 さ れ
る こ と が 望 ま し い 。 従 っ て 、 処 置 具 が 処 置 具 導 出 口 か ら 導 出 さ れ た 後 、 内 視 鏡 観 察 手 段 に
よ る 監 視 が で き な い 、 所 謂 ブ ラ イ ン ド 状 態 と な る 距 離 は で き る だ け 短 く し な け れ ば な ら な
い 。 ま た 、 内 視 鏡 観 察 手 段 の 視 野 を 広 く 確 保 し 、 視 野 の け ら れ を 最 小 限 に 抑 制 す る 必 要 が
あ り 、 こ の 点 か ら も 処 置 具 導 出 口 の 開 口 位 置 が 制 約 さ れ る こ と に な る 。 そ し て 、 特 許 文 献
１ に お い て は 、 処 置 具 導 出 口 を 内 視 鏡 観 察 手 段 が 設 け ら れ て い る 傾 斜 面 に 開 口 さ せ て お り
、 こ れ に よ っ て 処 置 具 導 出 口 は 内 視 鏡 観 察 手 段 に 近 接 し た 位 置 で あ っ て 、 そ の 観 察 視 野 に
対 す る 邪 魔 に な ら な い よ う に 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 処 置 具 導 出 口 に 至 る 通 路 は 処 置 具 の 安 定 性 や 狙 撃 性 を 確 保 す る 点 で 重 要 な も の で
あ っ て 、 こ の 点 か ら は 、 処 置 具 を で き る だ け 長 く ガ イ ド さ せ る よ う に 、 通 路 長 を 十 分 に 取
る こ と が 望 ま し い 。 先 端 硬 質 部 に お い て 、 処 置 具 を 処 置 具 導 出 口 か ら 導 出 さ せ た 後 、 内 視
鏡 観 察 手 段 の 視 野 に 入 る ま で に 距 離 が あ る こ と は 、 安 全 性 の 問 題 が あ る だ け で な く 、 こ の
距 離 分 だ け 処 置 具 の ガ イ ド が な い 状 態 と な る の で 、 処 置 具 導 出 口 か ら 導 出 さ せ る 処 置 具 の
安 定 性 確 保 と い う 点 か ら も 望 ま し い も の で は な い 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 既 に 説 明 し た よ う に 、 挿 入 部 の 先 端 硬 質 部 に お い て 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ が 先 端 側
に 設 け ら れ 、 内 視 鏡 観 察 手 段 が 後 方 位 置 に 配 置 さ れ る が 、 内 視 鏡 観 察 手 段 は 傾 斜 面 に 設 け
ら れ 、 観 察 視 野 は 斜 め 前 方 を 含 む も の と な る 。 し か し な が ら 、 電 子 走 査 式 の 超 音 波 ト ラ ン
ス デ ュ ー サ は 、 多 数 の 超 音 波 振 動 子 が 先 端 硬 質 部 の 軸 線 方 向 に 向 け て 円 弧 状 等 と な る よ う
に 配 列 さ れ て い る の で 、 内 視 鏡 観 察 手 段 の 観 察 視 野 は こ の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ に よ っ
て 必 然 的 に あ る 程 度 の 制 限 を 受 け る こ と に な る 。 従 っ て 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ に よ り
内 視 鏡 観 察 手 段 の 観 察 視 野 が 制 限 さ れ る 範 囲 内 に 配 置 さ れ て い る 限 り 、 処 置 具 導 出 口 が 観
察 視 野 に 格 別 の 影 響 を 与 え る こ と は な い 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 本 発 明 は 以 上 の 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 内 視 鏡 観
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察 視 野 を 妨 げ る こ と な く 、 処 置 具 の ガ イ ド 面 と な る 部 位 を 最 大 限 に 引 き 延 ば す よ う に す る
こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 前 述 し た 目 的 を 達 成 す る た め に 、 本 発 明 は 、 挿 入 部 の 先 端 硬 質 部 に 複 数 の 超 音 波 振 動 子
を 配 列 し た 電 子 走 査 式 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ を 装 着 し 、 ま た こ の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー
サ よ り 後 方 位 置 か ら 斜 め 前 方 に 向 け て 処 置 具 を 導 出 す る 処 置 具 挿 通 路 の 処 置 具 導 出 口 を 開
口 さ せ 、 さ ら に こ の 処 置 具 導 出 口 よ り 後 部 側 に 傾 斜 面 を 形 成 し て 、 こ の 傾 斜 面 に 照 明 部 と
観 察 部 と か ら な る 内 視 鏡 観 察 手 段 を 装 着 し た 超 音 波 内 視 鏡 で あ っ て 、 前 記 処 置 具 通 路 は 、
前 記 挿 入 部 の 先 端 硬 質 部 よ り 後 方 位 置 で は 、 こ の 挿 入 部 の 軸 線 方 向 に 向 け て 延 在 さ せ た 可
撓 性 を 有 す る チ ュ ー ブ か ら 構 成 さ れ 、 こ の チ ュ ー ブ の 先 端 に 曲 成 部 を 有 す る 接 続 パ イ プ を
介 し て 前 記 先 端 硬 質 部 に 穿 設 さ れ 、 こ の 先 端 硬 質 部 の 軸 線 に 対 し て 傾 い た 通 路 部 に 接 続 し
、 前 記 先 端 硬 質 部 に は 、 前 記 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 装 着 位 置 よ り 後 部 側 の 位 置 に 、 こ
の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ よ り 低 所 で あ っ て 、 先 端 硬 質 部 の 軸 線 と 平 行 な 方 向 ま た は 先 端
側 に 向 け て 立 ち 上 が る 平 面 部 を 形 成 し て 、 こ の 平 面 部 に 前 記 処 置 具 導 出 口 を 開 口 さ せ る 構
成 と し た こ と を そ の 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 本 発 明 に お け る 超 音 波 内 視 鏡 は 、 そ の 挿 入 部 の 先 端 硬 質 部 に お い て 、 先 端 側 に 超 音 波 ト
ラ ン ス デ ュ ー サ が 装 着 さ れ 、 そ の 後 方 側 に 傾 斜 面 を 形 成 し て 、 こ の 傾 斜 面 に 内 視 鏡 観 察 手
段 を 設 け る 構 成 と し て い る 。 そ し て 、 こ れ ら 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 装 着 部 と 内 視 鏡 観
察 手 段 の 装 着 部 と の 間 の 位 置 に 平 面 部 を 形 成 し て 、 こ の 平 面 部 に 処 置 具 導 出 口 を 開 口 さ せ
て い る 。 平 面 部 は 先 端 硬 質 部 の 軸 線 と 平 行 な 平 坦 面 ま た は 先 端 側 に 向 け て 立 ち 上 が る よ う
に 傾 斜 し た 傾 斜 平 面 部 と し て い る 。 要 す る に 、 処 置 具 導 出 口 を 平 面 部 に 開 口 さ せ る が 、 こ
の 平 面 部 は 内 視 鏡 観 察 手 段 が 装 着 さ れ て い る 傾 斜 面 と 同 じ 方 向 に は 傾 斜 さ せ な い 構 成 と す
る 。 た だ し 、 こ の 平 面 部 は 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ の 高 さ よ り 低 所 に 位 置 さ せ る 。 内 視 鏡
観 察 手 段 は 傾 斜 面 に 装 着 さ れ て お り 、 従 っ て 観 察 視 野 は 斜 め 前 方 と な る 。 こ の 斜 め 前 方 に
は 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ が 配 置 さ れ て お り 、 こ の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ に よ っ て 内 視
鏡 観 察 視 野 が 制 限 を 受 け る こ と に な る 。 特 に 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ が 複 数 の 超 音 波 振
動 子 を 先 端 硬 質 部 に 円 弧 状 と な る よ う に 配 列 さ れ て い る 場 合 に は 、 こ の 超 音 波 振 動 子 の 配
列 方 向 が 最 も 高 所 と な る 部 位 が 内 視 鏡 観 察 視 野 に 対 す る 制 限 と な る 。 従 っ て 、 こ の 内 視 鏡
観 察 視 野 が 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ に よ り 制 限 を 受 け る 範 囲 内 で あ れ ば 、 処 置 具 導 出 口 が
形 成 さ れ る 平 面 に よ り 内 視 鏡 観 察 視 野 が さ ら に 制 限 さ れ る こ と は な い 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 処 置 具 挿 通 路 は 先 端 硬 質 部 内 で は 斜 め 前 方 に 向 け て 立 ち 上 が る 通 路 と な る が 、 こ の 通 路
内 で は 処 置 具 は 常 に こ の 斜 め 前 方 に 傾 斜 す る 面 に 沿 っ て ガ イ ド さ れ る 。 そ し て 、 処 置 具 を
処 置 具 導 出 口 か ら 導 出 さ せ た と き に 、 ガ イ ド 面 が 長 け れ ば 長 い ほ ど 、 導 出 部 分 の 処 置 具 が
安 定 的 に 保 持 さ れ る 。 こ の た め に 、 斜 め 前 方 に 向 か う よ う に 傾 斜 し た 処 置 具 挿 通 路 に お い
て 、 こ の 通 路 の 内 面 の う ち 、 実 際 に 処 置 具 が ガ イ ド さ れ る の は 斜 め 前 方 に 向 け て 立 ち 上 が
る よ う に 傾 斜 し た 面 で あ り 、 従 っ て 、 処 置 具 導 出 口 を 先 端 硬 質 部 の 軸 線 と 平 行 な 方 向 の 平
面 部 に 開 口 さ せ る と 、 観 察 部 が 装 着 さ れ て い る 傾 斜 面 に 開 口 さ せ る 場 合 よ り ガ イ ド 面 が 長
く な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 内 視 鏡 観 察 視 野 を 妨 げ る こ と な く 、 処 置 具 挿 通 路 の う ち 、 処 置 具 を ガ イ ド す る 面 の 長 さ
を 長 く す る こ と が で き 、 も っ て 処 置 具 を 導 出 さ せ た と き に 、 そ の 安 定 性 が 図 ら れ る こ と に
な り 、 そ の 結 果 体 内 へ の 刺 入 操 作 の 操 作 性 が 向 上 す る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 　 以 下 、 図 面 に 基 づ い て 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。 ま ず 、 図 １ に は 超 音 波
内 視 鏡 の 挿 入 部 に お け る 先 端 部 分 の 断 面 構 造 が 示 さ れ 、 ま た 図 ２ に は 先 端 部 分 の 平 面 構 造
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が 示 さ れ て お り 、 さ ら に 図 ３ に は そ の 外 観 が 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 こ れ ら の 図 か ら 明 ら か な よ う に 、 挿 入 部 １ の ア ン グ ル 部 １ ａ に 連 結 し て 設 け た 先 端 硬 質
部 １ ｂ に は 、 超 音 波 検 査 手 段 と 内 視 鏡 観 察 手 段 と が 設 け ら れ て い る 。 超 音 波 検 査 手 段 は 、
先 端 硬 質 部 １ ｂ の 軸 線 方 向 に 配 列 し た 多 数 の 超 音 波 振 動 子 か ら な る 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー
サ ２ か ら 構 成 さ れ 、 こ の 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ を 構 成 す る 各 超 音 波 振 動 子 は 先 端 硬 質
部 １ ｂ の 先 端 近 傍 位 置 か ら 先 端 硬 質 部 １ ｂ の 軸 線 方 向 後 端 側 に 向 け て 配 列 さ れ て お り 、 し
か も こ の 軸 線 方 向 に お い て 凸 湾 曲 形 状 と な っ て い る 。 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ を 構 成 す
る こ れ ら 多 数 配 列 し た 超 音 波 振 動 子 は 順 次 駆 動 さ れ る よ う に な っ て お り 、 こ れ に よ っ て 超
音 波 電 子 走 査 が 行 わ れ る こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 一 方 、 内 視 鏡 観 察 手 段 は 照 明 部 ３ と 観 察 部 ４ と か ら 構 成 さ れ 、 こ れ ら は 先 端 硬 質 部 １ ｂ
の 後 端 側 の 位 置 に 形 成 し た 傾 斜 面 部 ５ に 設 け ら れ て い る 。 観 察 部 ４ は 傾 斜 面 部 ５ の 概 略 中
央 位 置 に 配 置 さ れ 、 対 物 光 学 系 と 、 こ の 対 物 光 学 系 の 結 像 位 置 に 設 け た 固 体 撮 像 手 段 か ら
構 成 さ れ る 。 照 明 部 ３ は 観 察 部 ４ を 挟 ん だ 左 右 両 側 の 位 置 に ２ 箇 所 形 成 さ れ 、 内 視 鏡 が 着
脱 可 能 に 接 続 さ れ る 光 源 装 置 か ら の 照 明 光 を 伝 送 す る 光 フ ァ イ バ と 照 明 部 ３ に 装 着 し た 拡
散 レ ン ズ と を 有 す る 構 成 と な っ て い る 。 さ ら に 、 観 察 部 ４ に 向 け て 洗 浄 用 流 体 を 噴 出 さ せ
る 洗 浄 用 ノ ズ ル ６ が 装 着 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 先 端 硬 質 部 １ ｂ に お い て 、 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ の 装 着 部 の 後 端 側 の 位 置 に は 円 周
状 の 溝 ７ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 溝 ７ に は 図 １ に 示 し た よ う に バ ル ー ン ８ が 着 脱 可 能 に 装
着 さ れ て 、 内 部 に 超 音 波 伝 達 媒 体 を 供 給 す る こ と に よ り 膨 出 さ せ 、 も っ て 超 音 波 ト ラ ン ス
デ ュ ー サ ２ か ら 体 内 に 向 け て 送 信 さ れ 、 体 内 組 織 の 断 層 部 か ら の 反 射 エ コ ー を 受 信 す る 際
に 、 超 音 波 信 号 が 減 衰 す る の を 極 力 抑 制 し て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 照 明 部 ３ 及 び 観 察 部 ４ を 装 着 し た 傾 斜 面 部 ５ の 位 置 よ り 先 端 側 の 部 位 で あ り 、 か つ 超 音
波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ の 位 置 よ り 後 部 側 の 部 位 は 先 端 硬 質 部 １ ｂ の 軸 線 方 向 に 向 け た 平 面
部 ９ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 平 面 部 ９ に は 斜 め 前 方 に 向 け て 穿 刺 処 置 具 １ ０ 等 の 処 置 具 を
導 出 さ せ る た め の 処 置 具 導 出 口 １ １ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 処 置 具 導 出 口 １ １ に 開 口 す る
処 置 具 挿 通 路 １ ２ は 、 ア ン グ ル 部 １ ａ か ら 後 方 側 の 部 位 が 処 置 具 挿 通 チ ュ ー ブ １ ３ で あ っ
て 、 こ の 処 置 具 挿 通 チ ュ ー ブ １ ３ は 挿 入 部 １ の 軸 線 と 概 略 平 行 に 延 在 さ れ る 。 先 端 硬 質 部
１ ｂ で は ト ン ネ ル 状 の 通 路 １ ４ が 形 成 さ れ て お り 、 こ の 通 路 １ ４ に は 金 属 等 か ら な る 硬 質
パ イ プ １ ５ が 部 分 的 に 挿 入 さ れ て お り 、 処 置 具 挿 通 チ ュ ー ブ １ ３ の 先 端 は こ の 硬 質 パ イ プ
１ ５ に 嵌 合 さ れ て い る 。 硬 質 パ イ プ １ ５ は 中 間 部 に 曲 成 部 が 形 成 さ れ た 曲 げ パ イ プ か ら 構
成 さ れ 、 挿 入 部 １ の 軸 線 方 向 に 延 在 さ せ た 処 置 具 挿 通 チ ュ ー ブ １ ３ を 斜 め 前 方 に 向 け て 導
出 す る よ う に 方 向 転 換 さ せ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 従 っ て 、 先 端 硬 質 部 １ ｂ に は 、 先 端 側 か ら 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ ， 処 置 具 導 出 口 １
１ 及 び 内 視 鏡 観 察 手 段 を 構 成 す る 観 察 部 ４ が 配 列 さ れ て い る が 、 図 ３ に 示 し た よ う に 、 超
音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ に よ る 超 音 波 断 層 面 と 処 置 具 導 出 口 １ １ の 中 心 と 、 観 察 部 ４ に よ
る 観 察 中 心 と が ほ ぼ 同 一 ラ イ ン Ｃ 上 に 配 列 さ れ て い る 。 こ れ に よ っ て 、 処 置 具 導 出 口 １ １
か ら 導 出 さ れ た 穿 刺 処 置 具 １ ０ は 体 内 に 刺 入 さ れ る 前 の 段 階 で は 、 観 察 部 ４ に よ る 観 察 視
野 に 、 ま た 体 内 に 刺 入 さ れ た 後 は 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ の 超 音 波 視 野 に 確 実 に 捉 え る
こ と が で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 す る こ と に よ っ て 、 内 視 鏡 観 察 手 段 を 構 成 す る 観 察 部 ４ に よ る 観 察 視
野 を 妨 げ る こ と な く 、 処 置 具 導 出 口 １ １ か ら 導 出 さ れ る 穿 刺 処 置 具 １ ０ 等 の 処 置 具 を 安 定
的 に 保 持 さ せ て 、 患 部 等 へ の 狙 撃 性 を 良 好 に す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 処 置 具 挿 通 路 １ ２ 内 に 導 か れ る 穿 刺 処 置 具 １ ０ は 、 図 １ に 示 し た よ う に 、 先 端 が 鋭 利 な
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針 先 と な っ た 金 属 パ イ プ か ら な る 針 状 部 １ ０ ａ に 可 撓 性 チ ュ ー ブ １ ０ ｂ を 連 結 し た も の で
あ る 。 こ の 穿 刺 処 置 具 １ ０ は 通 常 は 、 そ の 先 端 に お け る 針 状 部 １ ０ ａ を シ ー ス １ ０ ｃ 内 に
引 き 込 ん だ 状 態 で 処 置 具 挿 通 路 １ ２ の う ち の 硬 質 パ イ プ １ ５ の 位 置 に 配 置 し て お き 、 超 音
波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ に よ る 検 査 の 結 果 、 例 え ば 患 部 が 検 出 さ れ る と 、 処 置 具 導 出 口 １ １
か ら シ ー ス １ ０ ｃ を 導 出 さ せ 、 さ ら に 針 状 部 １ ０ ａ を シ ー ス １ ０ ｃ か ら 出 し 、 体 内 に 刺 入
し て 、 組 織 細 胞 を 採 取 す る 等 と い っ た 処 置 が 施 さ れ る 。 図 ４ に こ の よ う な 処 置 を 行 っ て い
る 状 態 が 示 さ れ て い る 。 こ こ で 、 穿 刺 処 置 具 １ ０ は 、 処 置 具 導 出 口 １ １ か ら 導 出 さ れ る ま
で は 、 そ の 先 端 部 が 処 置 具 挿 通 路 １ ２ 、 特 に 硬 質 パ イ プ １ ５ か ら 通 路 １ ４ に か け て の 部 位
に 摺 動 す る よ う に し て 移 動 す る こ と に な る 。 処 置 具 挿 通 路 １ ２ は 先 端 硬 質 部 １ ｂ の 軸 線 に
対 し て 傾 斜 し て お り 、 穿 刺 処 置 具 １ ０ の 先 端 部 分 が 摺 動 ガ イ ド さ れ る の は 、 常 に 、 前 方 に
向 け て 斜 め 上 向 き に 傾 斜 す る 側 の 面 で あ る 。 先 端 硬 質 部 １ ｂ に お い て 、 観 察 部 ４ 等 を 設 け
た 傾 斜 面 部 ５ に 連 な る よ う に 平 面 部 ９ を 形 成 し て 、 こ の 平 面 部 ９ に 処 置 具 導 出 口 １ １ を 開
口 さ せ て い る 。 従 っ て 、 傾 斜 面 部 ５ を 下 方 に 延 長 さ せ て 、 こ の 延 長 部 分 に 処 置 具 導 出 口 １
１ を 開 口 さ せ た 場 合 と 比 較 し て 、 硬 質 パ イ プ １ ５ に お け る 曲 っ た 部 位 か ら 穿 刺 処 置 具 １ ０
の ガ イ ド が 終 了 す る ま で の 距 離 が 図 １ に 示 し た 寸 法 Ｌ だ け 長 く な る 。 そ の 結 果 、 穿 刺 処 置
具 １ ０ の 安 定 性 が 向 上 し 、 体 内 に 刺 入 す る 際 に 、 狙 撃 性 が 良 好 と な り 、 ま た 体 内 に 差 し 込
む 際 の 推 力 を 大 き く す る こ と が で き る 。 こ の た め に 、 穿 刺 処 置 具 １ ０ の 操 作 性 が 高 く な る
。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 観 察 部 ４ に よ る 観 察 視 野 は 図 １ の 範 囲 Ｗ と な っ て お り 、 こ の た め に 穿 刺 処 置 具 １ ０ の 先
端 が 処 置 具 導 出 口 １ １ か ら 臨 む と 、 直 ち に 穿 刺 処 置 具 １ ０ の 先 端 が 観 察 視 野 Ｗ に 入 る こ と
に な る 。 従 っ て 、 穿 刺 処 置 具 １ ０ は 処 置 具 導 出 口 １ １ か ら 導 出 さ れ た 直 後 に は 観 察 部 ４ に
よ る 観 察 視 野 に 捉 え ら れ 、 ま た 体 内 に 刺 入 し た 後 に は 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ の 監 視 下
に 置 か れ る こ と か ら 、 穿 刺 処 置 具 １ ０ を 用 い た 処 置 を 安 全 に 行 う こ と が で き る 。 勿 論 、 他
の 処 置 具 を 操 作 す る 際 に も 、 観 察 部 ４ に よ る 観 察 視 野 内 で 操 作 で き る の で 、 安 全 性 が 確 保
さ れ 、 か つ 操 作 性 も 良 好 に な る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 前 述 し た よ う に 、 処 置 具 導 出 口 １ １ か ら 導 出 さ れ た 処 置 具 は 常 に 観 察 部 ４ に よ る 監 視 下
に 置 か れ る が 、 こ の 処 置 具 導 出 口 １ １ が 形 成 さ れ て い る 平 面 部 ９ は 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー
サ ２ よ り 低 所 に 位 置 し て い る の で 、 観 察 部 ４ か ら の 視 野 は 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ ２ の 最
も 突 出 し た 部 位 に よ り 制 限 を 受 け る こ と に な り 、 こ の 視 野 が 制 限 さ れ る 範 囲 内 に 平 面 部 ９
が 位 置 し て い る こ と か ら 、 処 置 具 導 出 口 １ １ を 観 察 部 ４ の 観 察 視 野 範 囲 に 入 る に し て も 、
そ の 前 方 視 野 を そ れ 以 上 制 限 す る こ と は な い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ４ 】
【 図 １ 】 超 音 波 内 視 鏡 に お け る 挿 入 部 の 先 端 部 分 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 挿 入 部 の 先 端 部 分 の 外 観 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 挿 入 部 の 先 端 部 分 の 平 面 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 超 音 波 内 視 鏡 を 用 い て 検 査 を 行 っ て い る 状 態 を 示 す 作 用 説 明 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
１ 　 挿 入 部 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ａ 　 ア ン グ ル 部
１ ｂ 　 先 端 硬 質 部 　 　 　 　 　 ２ 　 超 音 波 ト ラ ン ス デ ュ ー サ
３ 　 照 明 部 　 　 　 　 　 　 　 　 ４ 　 観 察 部
５ 　 傾 斜 面 部 　 　 　 　 　 　 　 ９ 　 平 面 部
１ ０ 　 穿 刺 処 置 具 　 　 　 　 　 １ １ 　 処 置 具 導 出 口
１ ２ 　 処 置 具 挿 通 路 　 　 　 　 １ ３ 　 処 置 具 挿 通 チ ュ ー ブ
１ ４ 　 通 路 　 　 　 　 　 　 　 　 １ ５ 　 硬 質 パ イ プ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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摘要(译)

要解决的问题：在不妨碍内窥镜观察区域的情况下，将作为治疗仪器的
引导表面的内窥镜的一部分延伸到最大值。解决方案：超声换能器2安装
在远端硬质部分1b的远端上。在超声波换能器的背面形成倾斜表面部分
5，用于布置照明单元3和观察部分4，并且在倾斜表面部分和超声波换能
器之间沿远端的轴向形成平坦部分9艰难的部分1b。在平坦部分9上形成
治疗仪器导出口11，用于在向前的方向上对角地导出诸如穿刺治疗仪器
10等的治疗仪器。朝向治疗仪器导出口11开口的治疗器械插入通道12包
括在角部分1a的背面上的治疗插入通道13和在远端硬质部分1b上的隧道
状通道14。由弯曲管制成的硬管15部分地插入通道14中，该弯管在中间
具有弯曲部分
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